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人
口
減
少
や
行
政
改
革
な
ど
の

影
響
を
踏
ま
え
、
地
域
経
済
の
将

来
を
予
測
し
、
経
済
成
長
戦
略
を

今
秋
に
策
定
す
る
た
め
、
経
済
産

業
団
体
代
表
者
な
ど
17
人
か
ら
構

成
す
る
「
経
済
成
長
戦
略
会
議
」

を
設
置
し
、
議
論
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
昨
年
度
は
、
次
の
取
組

み
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
「
豊
岡

市
経
済
・
産
業
白
書
」
と
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。

①
地
域
経
済
の
循
環
構
造
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
市
で
は
、
初

め
て
産
業
連
関
表
（
平
成
12
年

豊岡市経済成長戦略の策定に向けて（豊岡市経済・産業白書）

豊
岡
市
経
済
成
長
戦
略
の

策
定
に
向
け
て

　

持
続
可
能
な
地
域
経
済
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
地
域
経
済
の
成

長
に
向
け
た
戦
略
的
な
取
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
合

併
特
例
措
置
が
平
成
27
年
度
で
終
了
し
、
地
方
交
付
税
も
大
幅
に
減

少
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
地
域
が
経
済
的
に

自
立
し
、
安
定
し
た
税
収
を
確
保
す
る
た
め
、
基
本
戦
略
と
方
向
性

を
展
望
し
、
重
点
的
に
取
り
組
む
経
済
成
長
戦
略
（
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
を
今
秋
に
策
定
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
経
済
振
興
課
経
済
政
策
係
☎
21
－
9
0
0
2

戦
略
策
定
の
取
組
み

表
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

※
「
産
業
連
関
表
」
と
は
、
1
年

間
の
生
産
物
の
産
業
間
の
取
引

の
状
態
を
表
し
た
も
の
。

②
経
済
指
標
で
あ
る
各
種
統
計
資

料
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
各
産
業

の
動
向
と
課
題
な
ど
を
抽
出
し

ま
し
た
。

③
地
域
経
済
・
産
業
の
現
状
と
課

題
を
抽
出
す
る
た
め
、
企
業
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
従
業
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

雇
用
・
労
働
の
現
状
と
課
題
を

抽
出
す
る
た
め
、

　

高
校
生
な
ど
の
進

　

学
・
就
業
意
識
調

　

査
を
行
い
ま
し
た
。

豊
岡
市
経
済
・
産
業
白
書
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
人
口
の
動
向

　

人
口
は
、
平
成
17
年
に
は
8 

9
、

2
0
8
人
で
し
た
が
、
50
年
後
の

平
成
67
年
に
は
半
減
す
る
と
推
計

さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
生
産
年
齢
人
口
（
15
〜

64
歳
）
の
減
少
率
が
大
き
く
、
こ

の
人
口
減
少
は
、
市
の
経
済
の
成

長
力
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

転
入
か
ら
転
出
を
差
し
引
い
た
社

会
動
態
は
、
近
年
で
は
マ
イ
ナ
ス

幅
が
大
き
く
、
特
に
大
学
な
ど
へ

の
進
学
や
就
職
を
機
に
、
毎
年
、

多
く
の
学
生
が
市
外
に
流
出
し
て

い
ま
す
。

●
就
業
者
数
の
動
向

　

従
業
者
数
は
、
昭
和
55
年
に
は

5 

1
、0
7
2
人
で
し
た
が
、
平

成
17
年
に
は
4 

5
、1
9
0
人
と

な
り
、
5
、8
8
2
人
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
従
業
者
数
の
減
少

率
は
、
人
口
の
減
少
率
よ
り
も
4 

％
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
業
者
数
は
、
第
3
次
産
業

が
最
も
多
く
、
平
成
18
年
で
は
2 

9
、4
1
5
人
で
全
体
の
71
％
を

占
め
、
都
市
型
の
産
業
構
造
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

従
業
者
数
は
、
卸
売
小
売
業
が

最
も
多
く
、
次
い
で
、
製
造
業
、

飲
食
店
・
宿
泊
業
と
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
3
業
種
で
全
体
の
53
％

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

減
少
傾
向
で
す
。

●
市
内
総
生
産
の
動
向

　

市
内
総
生
産
（
一
定
期
間
に
市

内
で
生
産
さ
れ
た
財
・
サ
ー
ビ
ス

の
価
値
額
の
合
計
）
は
、
平
成
9

年
の
3
、4
1
4
億
円
（
帰
属
利

子
含
む
）
を
ピ
ー
ク
に
漸
減
し
、

平
成
18
年
（
3
、0
1
0
億
円
）

ま
で
で
12
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

産
業
3
部
門
別
市
内
総
生
産
は
、

第
3
次
産
業
が
最
も
多
く
、
平
成

18
年
に
は
2
、4
1
0
億
円
で
あ

り
、
全
体
の
80
％
を
占
め
、
高
度

成
長
期
か
ら
拡
大
を
続
け
て
い

る
産
業
で
す
。
第
2
次
産
業
は
比

較
的
小
さ
く
、
全
体
の
18
％
で
す
。

第
1
次
産
業
は
全
体
の
2
％
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

　

業
種
別
市
内
総
生
産
は
、
サ
ー

ビ
ス
業
、
不
動
産
業
、
製
造
業

豊
岡
市
の
人
口
・
経
済

豊岡市の人口推移

豊岡市の従業者数と人口の推移
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が
多
く
、
こ
の
3
業
種
で
全
体
の

57
％
を
占
め
て
お
り
、
市
内
生
産

額
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
、
不
動
産
業
が
ほ

ぼ
横
ば
い
で
あ
る
の
に
対
し
、
製

造
業
は
平
成
8
年
か
ら
漸
減
傾
向

で
す
。

●
通
勤
構
造

　

市
内
に
居
住
す
る
就
業
者
（
4 

5
、1
9
0
人
）
よ
り
も
、
市

内
で
従
業
す
る
就
業
者
（
4 

6
、

8
2
8
人
）
の
方
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
内
で
従
業
す
る
就
業
者
は
、

但
馬
地
域
内
を
中
心
に
市
外
か
ら

の
就
業
者
が
そ
の
う
ち
の
11
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
内
に
居
住
す
る
就
業

者
の
8
%
が
市
外
で
就
業
し
て
い

ま
す
。

●
雇
用
環
境

　

昨
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
豊
岡
市
出

身
の
高
校
生
な
ど
の
う
ち
、
市
内

就
職
希
望
者
は
1
6
6
人
（
全

体
の
19
％
）
で
、
将
来
の
U
タ
ー

ン
希
望
者
を
含
め
る
と
3
1
4
人

（
全
体
の
36
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

6
割
の
学
生
が
「
豊
岡
市
で
は

就
職
先
が
な
い
」、「
豊
岡
市
は
不

便
」
と
い
っ
た
理
由
に
よ
り
、
他

地
域
で
の
就
職
・
移
住
を
希
望
し

て
お
り
、
地
域
経
済
の
担
い
手
で

あ
る
若
者
が
流
出
す
る
と
い
う
憂

慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
早
い
段
階
か
ら
の

き
め
細
か
な
就
職
支
援
な
ど
、
将

来
を
担
う
若
年
者
の
雇
用
の
安
定

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

豊
岡
市
の
経
済
循
環
構
造

〔
産
業
連
関
表（
平
成
12
年
表
）

か
ら
見
た
市
の
循
環
構
造
〕

●
供
給
・
需
要
の
循
環
構
造

　

市
内
生
産
額
（
豊
岡
市
の
経
済

活
動
の
規
模
を
表
し
た
も
の
）
は
、

6
、2
6
7
億
円
で
、
県
全
体
の

1
・
7
％
で
す
。

　

中
間
投
入
額
（
生
産
活
動
を
行

う
た
め
に
使
用
し
た
原
材
料
な
ど

の
額
）
は
2
、9
3
2
億
円
で
す
。

粗
付
加
価
値
額
（
生
産
活
動
に

よ
っ
て
1
年
間
に
生
み
出
さ
れ
た

価
値
）
は
3
、3
3
5
億
円
で
す
。

　

域
際
収
支
〔
移
輸
出
（
市
外
販

売
、
国
外
輸
出
）
か
ら
移
輸
入

（
市
外
調
達
、
国
外
輸
入
）
を
差

し
引
い
た
収
支
〕
は
、
マ
イ
ナ
ス

7
0
3
億
円
で
、移
輸
入
超
過（
赤

字
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
産
業
ご
と
に
見
る
と
、

域
外
市
場
産
業
（
需
要
が
主
と
し

て
域
外
に
存
在
す
る
製
造
業
、
農

林
水
産
業
、
飲
食
店
・
宿
泊
業
）

の
収
支
は
、
マ
イ
ナ
ス
1
3
7
億

円
で
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
域
内
市
場
産
業
（
需
要

が
主
と
し
て
域
内
に
存
在
す
る
商

業
、
建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）

の
収
支
は
、
マ
イ
ナ
ス
5
6
6
億

円
で
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
経
済
の
生
産
構
造

①
市
内
生
産
額

　

産
業
3
部
門
別
に
見
る
と
、
第

1
次
産
業
2
・
4
％（
1
5
1
億

円
）、
第
2
次
産
業
33
・
8
％（
2
、

1
1
8
億
円
）、
第
3
次
産
業

63
・
8
％（
3
、9
9
8
億
円
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

産
業
別
に
見
る
と
、
建
設

（
6
8
0
億
円
、
内
63
％
が
官
需
）、

不
動
産（
6
4
8
億
円
）、飲
食
店
・

宿
泊
業（
4
8
3
億
円
）の
生
産
額

が
多
く
、
こ
の
3
業
種
で
全
体
の

29
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
従
業
者
数
が
最
も
多
い

卸
売
小
売
業
は
、
第
4
位
の
生
産

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
中
間
投
入
額
と
中
間
投
入
率

　

産
業
別
に
見
る
と
、
建
設

（
3
7
1
億
円
）、
飲
食
店
・
宿
泊

業（
2
7
4
億
円
）、運
輸（
1
6
6 

億
円
）の
中
間
投
入
額
が
多
く
、

こ
の
3
業
種
で
全
体
の
28
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

中
間
投
入
率（
市
内
生
産
額
に

対
す
る
中
間
投
資
額
）は
、
第
1

次
産
業
0
・
51
、
第
2
次
産
業

0
・
63
、
第
3
次
産
業
0
・
38
で

あ
り
、
第
2
次
産
業
が
最
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
製
造
業

は
0
・
67
と
高
い
比
率
に
な
っ
て

お
り
、
原
材
料
な
ど
の
取
引
が
活

発
な
産
業
と
い
え
ま
す
。

③
粗
付
加
価
値
額

　

産
業
別
に
見
る
と
、
不
動
産

（
5
4
5
億
円
）、
卸
売
小
売
業

（
3
1
5
億
円
）、建
設（
3
1
0
億

円
）
の
粗
付
加
価
値
額
が
多
く
、

こ
の
3
業
種
で
全
体
の
35
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

●
経
済
の
需
要
構
造

①
需
要
構
成
等

　

市
産
業
の
総
需
要
は
9
、
1 

6 
1
億
円
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
需
要
は
6
、9
7
0
億
円

で
全
体
の
76
％
を
占
め
、
市
外
需

要（
移
輸
出
）は
2
、1
9
1
億
円

で
全
体
の
24
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

市
外
需
要
（
移
輸
出
）
は
、
市
内

生
産
額
を
左
右
し
、
市
外
に
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
販
売
す
る

こ
と
で
市
外
か
ら
獲
得
す
る
「
域

外
マ
ネ
ー
」
を
増
や
す
重
要
な
要

素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
外
需
要

（
移
輸
出
）
の
拡
大
の
た
め
の
方

策
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

最
大
の
移
輸
出
産
業
は
製
造

業
で
あ
り
、
そ
の
移
輸
出
額
は
1
、

3
0
6
億
円
で
全
体
の
60
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

②
移
輸
出
・
移
輸
入
構
造
と
域
際

　

収
支

　

域
際
収
支
は
、
マ
イ
ナ
ス
7 

0 

3
億
円
の
赤
字
で
あ
り
、
人
口

1
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約

76
万
円
の
赤
字
と
な
って
い
ま
す
。

　

域
際
収
支
の
多
い
移
出
産
業
は
、

飲
食
店
・
宿
泊
業（
1
5
6
億
円
）、

か
ば
ん
製
品（
1
0
1
億
円
）、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品（
89
億
円
）で
す
。

　

大
き
な
分
類
で
見
る
と
、
製
造

業
の
移
輸
出
額
が
1
、3
0
6
億

円
と
最
も
多
く
、
移
輸
出
全
体

の
60
％
を
占
め
、
移
輸
入
額
は
1
、

6
0
2
億
円
で
移
輸
入
全
体
の
55 

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

製
造
業
の
域
際
収
支
額
は
2 

9 

市内総生産の推移
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